
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 四国財務局長

【提出日】 2020年７月14日

【四半期会計期間】 第22期第１四半期（自　2020年３月１日　至　2020年５月31日）

【会社名】 株式会社ありがとうサービス

【英訳名】 ARIGATOU SERVICES COMPANY,LIMITED

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　井本　雅之

【本店の所在の場所】 愛媛県今治市八町西三丁目６番30号

【電話番号】 0898-23-2243（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　志岐　雄一

【最寄りの連絡場所】 愛媛県今治市八町西三丁目６番30号

【電話番号】 0898-23-2243（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役管理本部長　　志岐　雄一

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社ありがとうサービス(E26821)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期
第１四半期
連結累計期間

第22期
第１四半期
連結累計期間

第21期

会計期間
自　2019年３月１日
至　2019年５月31日

自　2020年３月１日
至　2020年５月31日

自　2019年３月１日
至　2020年２月29日

売上高 （千円） 2,152,368 1,988,018 8,311,438

経常利益又は経常損失（△） （千円） 147,095 △4,805 277,416

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 99,971 △14,385 70,497

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 100,048 △11,793 67,120

純資産額 （千円） 1,890,747 1,767,986 1,857,621

総資産額 （千円） 4,399,761 5,129,085 4,384,776

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 108.74 △15.65 76.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 43.0 34.4 42.4

（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、第22期第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第21期及び第21期第１四半期連結累計期

間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したため、MOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD.を連結の範囲に含

めた結果、2020年５月31日現在、当社グループは当社及び子会社６社（うち連結子会社３社）により構成されること

となりました。MOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD.はリユース事業セグメントに属しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことによりMOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD.を連結の範囲

に含めております。

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における国内経済は、2019年末から新型コロナウイルスによる実体経済への世界的な

影響が出ており、今後も先行き不透明な状況が続くと予想されています。

　こうした状況のもとで、当社グループにおきましては手許現預金を厚くすること、フードサービス事業の再編

成、リユース事業の生産性と在庫回転の向上に取り組んでまいりました。

　当第１四半期連結累計期間は、２月にMOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD.にてHARD OFF Thepharak Store

（タイ王国バンコク都）を出店したほか、３月にホビーオフ大分敷戸店（大分県）を出店、４月にいきなりステー

キゆめタウン久留米店（福岡県）を閉店し、ユートピア宇和・游の里、クアテルメ宝泉坊、ホワイトファーム、し

しの里せいよ（全て愛媛県）の４施設の運営を開始、ブックオフ・ハードオフ・ホビーオフ福岡行橋店（福岡県）

を出店しました。

　この結果、当社グループの店舗数はリユース事業95店舗、フードサービス事業31店舗、その他７店舗、合計133

店舗となりました。

　当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,988,018千円（対前年同四半期比7.6％減）、営業損失6,742

千円（前年同四半期は営業利益142,908千円）、経常損失4,805千円（前年同四半期は経常利益147,095千円）とな

りました。また、親会社株主に帰属する四半期純損失は14,385千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する当期純

利益99,971千円）となりました。

　要因としましては、株式会社エージーワイ及びMOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD.の連結による売上高の増

加があったものの、新型コロナウイルスの感染拡大やそれに伴う緊急事態宣言の発令による影響で当社グループ全

体として売上が落ち込んだことによるものです。

 

　セグメントごとの経営成績を示すと次のとおりであります。

（リユース事業）

　当第１四半期連結累計期間におきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う巣ごもり需要に対応すべく、

ハードオフ本部のＥＣプラットフォーム「ネットモール」を活用したネット販売の拡大等を行ってまいりました。

それに加え、タイ王国にて１号店となるHARD OFF Thepharak Storeをオープンするなど、海外子会社における新規

出店に向けての取組みも継続して行ってまいりました。

　しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、従業員の安全を図るため一部店舗における一時休業や営

業時間の短縮等を行った結果、売上高1,429,384千円（対前年同四半期比7.2％減）、セグメント利益（営業利益）

153,018千円（同29.2％減）となりました。

 

（フードサービス事業）

　当第１四半期連結累計期間におきましては、新型コロナウイルスの影響に対応すべく、ドライブスルー営業が可

能な業態への注力やテイクアウトメニューの拡大の取組みを行ってまいりました。

　しかしながら、一部店舗での休業及び営業時間の短縮を行ったこともあり、売上高531,108千円（対前年同四半

期比8.3％減）、セグメント損失（営業損失）32,246千円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）17,655千

円）となりました。

 

（その他）

　当第１四半期連結累計期間におきましては、４月から西予市４施設の営業を開始し、その初期投資費用を計上し

たことと、西予市４施設及び鈍川せせらぎ交流館にて新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、地方自治体から

の休業要請に従い４月下旬から５月末までの間営業休止を余儀なくされた結果、売上高27,526千円（対前年同四半

期比15.8％減）、セグメント損失（営業損失）19,711千円（前年同四半期はセグメント利益（営業利益）494千

円）となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて657,139千円増加し、2,554,812千

円となりました。現金及び預金が611,835千円増加したことが主な要因ですが、これは４月から５月にかけて金融

機関から借入れを行ったことによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて87,169千円増加し、2,574,272千円となりました。有形固定資産が

102,282千円増加し、投資その他の資産が13,374千円減少したことが主な要因であります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて744,308千円増加し、5,129,085千円となりました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて28,713千円減少し、975,608千円

となりました。１年内返済予定の長期借入金が103,121千円増加しましたが、買掛金が26,805千円減少、未払法人

税等が46,412千円減少、その他流動負債が58,617千円減少しております。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて862,656千円増加し、2,385,489千円となりました。金融機関から資金の

借入れを行った結果、長期借入金が836,313千円増加したことが主な要因であります。

　この結果、負債は、前連結会計年度末に比べて833,943千円増加し、3,361,098千円となりました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて89,634千円減少し、1,767,986千円

となりました。MOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD.の連結に加え配当に伴い利益剰余金が98,230千円減少した

ことが主な要因であります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,342,400

計 3,342,400

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2020年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年７月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 953,600 953,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株

であります。

計 953,600 953,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年５月31日 － 953,600 － 547,507 － 63,507

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 34,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 918,000 9,180

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は

100株であります。

単元未満株式 普通株式 1,300 － －

発行済株式総数  953,600 － －

総株主の議決権  － 9,180 －

（注）１　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式10株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社ありがとうサービ

ス

愛媛県今治市八町西三丁目

６番30号
34,300 － 34,300 3.60

計 － 34,300 － 34,300 3.60

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年３月１日から2020

年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年３月１日から2020年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ＥＹ新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 596,885 1,208,721

売掛金 113,342 104,839

商品 1,000,737 1,039,194

その他 188,190 202,968

貸倒引当金 △1,482 △910

流動資産合計 1,897,673 2,554,812

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 851,738 853,596

その他（純額） 323,430 423,855

有形固定資産合計 1,175,169 1,277,452

無形固定資産 19,884 18,146

投資その他の資産   

差入保証金 562,644 555,590

その他 735,195 729,317

貸倒引当金 △5,791 △6,234

投資その他の資産合計 1,292,049 1,278,674

固定資産合計 2,487,102 2,574,272

資産合計 4,384,776 5,129,085

負債の部   

流動負債   

買掛金 116,734 89,929

1年内返済予定の長期借入金 377,476 480,597

未払法人税等 64,252 17,840

その他 445,859 387,242

流動負債合計 1,004,322 975,608

固定負債   

長期借入金 841,410 1,677,723

退職給付に係る負債 10,646 11,102

役員退職慰労引当金 93,833 96,739

資産除去債務 444,035 444,441

その他の引当金 － 16,690

その他 132,908 138,793

固定負債合計 1,522,832 2,385,489

負債合計 2,527,155 3,361,098

純資産の部   

株主資本   

資本金 547,507 547,507

資本剰余金 63,507 63,507

利益剰余金 1,314,208 1,215,977

自己株式 △79,471 △79,471

株主資本合計 1,845,752 1,747,521

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 15,212 18,347

為替換算調整勘定 △3,343 △3,037

その他の包括利益累計額合計 11,868 15,309

非支配株主持分 － 5,155

純資産合計 1,857,621 1,767,986

負債純資産合計 4,384,776 5,129,085
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

売上高 2,152,368 1,988,018

売上原価 736,356 707,700

売上総利益 1,416,012 1,280,317

販売費及び一般管理費 1,273,103 1,287,060

営業利益又は営業損失（△） 142,908 △6,742

営業外収益   

不動産賃貸料 17,826 15,444

その他 5,027 6,422

営業外収益合計 22,854 21,866

営業外費用   

不動産賃貸原価 15,791 14,218

その他 2,875 5,711

営業外費用合計 18,666 19,929

経常利益又は経常損失（△） 147,095 △4,805

特別損失   

固定資産除却損 583 244

店舗閉鎖損失 － 3,616

特別損失合計 583 3,860

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
146,512 △8,666

法人税、住民税及び事業税 37,414 6,218

法人税等調整額 9,127 1,181

法人税等合計 46,541 7,400

四半期純利益又は四半期純損失（△） 99,971 △16,066

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △1,681

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
99,971 △14,385
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 99,971 △16,066

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 25 3,135

為替換算調整勘定 52 1,137

その他の包括利益合計 77 4,273

四半期包括利益 100,048 △11,793

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 100,048 △12,561

非支配株主に係る四半期包括利益 - 767
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　前連結会計年度において非連結子会社でありましたMOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD.は重要性が増したた

め、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

　なお、同社はリユース事業セグメントに属しております。

 

（会計方針の変更）

（連結財務諸表作成における在外子会社等の会計処理に関する当面の取扱い等の適用）

　「連結財務諸表作成における在外子会社等の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　2018年９

月14日）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において，四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（追加情報）

　当社グループは、新型コロナウイルスの感染拡大及び2020年４月７日に政府から発令された緊急事態宣言や自治

体からの自粛要請を踏まえ、一部店舗における営業時間の短縮及び臨時休業等の対応を行っております。

　そのため、当社グループにおいては、新型コロナウイルスの感染拡大の影響が一定期間続くものの、第３四半期

以降緩やかに正常化するとの仮定に基づき、繰延税金資産の回収可能性及び固定資産の減損損失等に関する会計上

の見積りを行っております。

　なお、将来における実績値に基づく結果が、これらの見積り及び仮定とは異なる可能性があります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　偶発債務

　当社は、以下の関係会社の金融機関からの出資金に対し保証を行っております。これら保証契約に係る出資金の

円換算額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2020年２月29日）

当第１四半期連結会計期間
（2020年５月31日）

MOTTAINAI WORLD(THAILAND) CO., LTD. 7,405千円 6,813千円

計 7,405千円 6,813千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年５月31日）

減価償却費 53,161千円 47,297千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月30日

定時株主総会
普通株式 82,744 90 2019年２月28日 2019年５月31日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年５月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月28日

定時株主総会
普通株式 82,736 90 2020年２月29日 2020年５月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
リユース
事業

フードサービス

事業
その他 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,540,586 579,102 32,679 2,152,368 - 2,152,368

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- - - - - -

計 1,540,586 579,102 32,679 2,152,368 - 2,152,368

セグメント利益 216,149 17,655 494 234,299 △91,390 142,908

（注）１　セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
リユース
事業

フードサービス

事業
その他 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,429,384 531,108 27,526 1,988,018 － 1,988,018

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 1,429,384 531,108 27,526 1,988,018 － 1,988,018

セグメント利益又は損失

（△）
153,018 △32,246 △19,711 101,061 △107,803 △6,742

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失（△）
108円74銭 △15円65銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
99,971 △14,385

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

99,971 △14,385

普通株式の期中平均株式数（株） 919,376 919,290

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。前第１四半期連結累計期間は、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

２０２０年７月１３日

株式会社ありがとうサービス

取締役会　御中

 

ＥＹ新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　英之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中尾　志都　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あり

がとうサービスの２０２０年３月１日から２０２１年２月２８日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(２０２

０年３月１日から２０２０年５月３１日まで)及び第１四半期連結累計期間(２０２０年３月１日から２０２０年５月３１

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

　四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

　監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

　監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ありがとうサービス及び連結子会社の２０２０年５月３１日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

　利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ありがとうサービス(E26821)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

